
 

 

 

 

 

   

 

支笏湖小の児童たちの活躍をご覧ください！ 
 

校長 小川 亮男 

 

こっくりと色づいた葉も、冷たい風に吹かれ落葉する季節になりました。学校の教材園もミニトマト

の最後の収穫を終え、閉園となりました。植物を育てていると季節の移ろいを強く感じます。 

 

学芸発表会が、いよいよ明日に迫りました。今年のテーマ「和の心を大切にしよう」を目標に児童た

ちの努力が続いてきました。２９日（火）に行われた総練習では、うまくいかなかったことも多く、残

りの２日間で本番に向けた仕上げの練習が真剣に行われました。９月の連合運動会に続いて学芸発表会

という児童たちにとっては大きな行事がとなり、取組を通して児童たちの成長ぶりに驚かされます。 

 

行事では、児童たちにも先生やそれを支えてくださる保護者の方々にとっても、少なからず負荷がか

かってくるものです。しかし、その負荷によって子どもたちは自分の持てる力を精一杯発揮し、大きく

成長するための原動力ともなっています。もちろん、大きすぎる負荷は負担となってよい結果に結びつ

かないものですが、児童たちの力を信じて課題を投げかける先生とそれを受け止めて、成果に結び付け

ようとする児童たちの努力、支えて励ましてくださる保護者の方々、そんな互いの思いが、本番を迎え

て一気に花を開かせていくように感じます。 

 

 今年の劇は、これまでと趣を変え「笑点」を題材にして、児童たちが落語家に扮し、笑いを取りなが

らも、その中で真面目な「プレゼン」を行います。大喜利のお題は３つ。その中で、児童たちが笑いを

取ろうと一生懸命頑張ります。多少早口で、聞き取りずらいところもあるかもしれませんが、それはそ

れ、温かい心で応援してあげていただければ幸いです。（笑いを取るのは難しいですね。） 

６年生にとっては、小学校で最後の学芸発表会です。他の学年とともに力を合わせ、最高学年として、

また学校の代表として、堂々とした姿を見せてくれるに違いありません。児童たちは、この行事を通し

て、初めにできなかったことがコツコツと練習を積み重ねることでできるようになったり、質がよりよ

いものに進化したりと、それぞれの学年に様々な展開が繰り広げられています。 

２年生から６年生までの児童たちが、お互いの取組を見て、教え教わり刺激を受けることで、お互い

の成長につながっていきます。このことは、規模が小さい学校の強みとなっています。体育館や図書室、

各教室から、児童たちが一生懸命練習に励む声や音が、毎日聞こえてきました。児童たちと教職員が努

力を積み重ねて、作り上げてきたものを、ぜひ見ていただければと思います。どの子にとっても最高の

一日になりますように。 

 

←総練習での一幕です。↓ 
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令和元年度 学校重点教育目標 

『 実 践 力 （ で き る ） へ と つ な が る 学 校 教 育 活 動 の 推 進 』                          

校  長   山 崎  信 哉 

 

  ようやく学校の周りの雪解けも進み、春めいた季節となりました。もの

みな生き生きと躍動する４月を迎えました。 

  今年度は、新1年生がいなく、たいへんさびしい感じがしますが、いよ

いよ平成２７年度の教育活動が始まります。 

  まず、それぞれ、１学年ずつ進級した子どもたちの保護者の皆様、おめ

でとうございます。すべての子どもたちは、この新学期を、胸を躍らせ、期待感

と希望をもって迎えたことと思います。私たち教職員一同は、それぞれの子ども

たちの思いに寄り添い、期待に応えられるように、全力を傾ける所存でおります。 

  言うまでもなく、学校は子どもたちの「学びの場」です。子どもたちは、

日々の学習や生活、遊びや活動、教師や友達とのかかわりを通して、多くのこと

を学んでいきます。 

  そして、 

  

○自ら考え 創造する子ども          ○明るく 協力する子ども 

    ○根気強く 実行する子ども       ○心身をきたえる子ども 

 

という本校の教育目標に示された力を身につけていきます。 

  しかし、そのためには、何よりも、学校が楽しいところ、生きる手応え

を感じるところでなければなりません。その意味で、一人一人の子どもたちにと

って、学ぶ喜びと教師や友達とのかかわりの楽しさを感じ取ることができる学校

でありたいという願いをもって、本年度も引き続き努力していきたいと考えてい

ます。また、学校は、子どもたちが主人公です。「ど真ん中に子どもがいる学校」

であれるよう取り組んでまいります。 

   

教育は、信頼関係で成り立ちます。教師と子どもたち、子どもたち同士、

学校と保護者、学校と地域は、それぞれ信頼関係で結ばれていなければ、教育の

効果は期待できません。どうか、新年度も今までと変わらぬご支援、ご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

行動する子ども』の育成 


